
(1)  2025年 9月 24日   (水曜日) (毎週月・水・金曜日発行)
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九
月

一
八
日
、
山
口
地
裁

岩
国
支
部
に
お
い
て
上
関
原

発
裁
判
の
被
告

（祝
島
島
民

の
会
）
側
証
人
へ
の
尋
間
が

行
な
わ
れ
り
祝
島
漁
民
の
岡

本
正
昭
氏
、
祝
島
島
民
の
会

の
木
村
力
代
表
と
と
も
に
筆

尋
間
を
受
け
て
筆
者
は
（
■
）

の
基
礎
知
識
を
説
明
し
た

後
、
（
２
）
及
び

（
３
）
の

事
項
を
指
摘
し
た
。

（１
）
公
共
用
物
及
び
そ
の

使
用
に
関
す
る
基
礎
知
識

海
は
、
公
共
用
物

（直
接

に
公
共
の
福
祉
の
維
持
増
進

を
目
的
と
し
て

一
般
公
衆
の

共
同
使
用
に
供
せ
ら
れ
る
物

［例
は
道
路

・
公
園

・
港
湾

ｏ
海

・
河
川
等
］
で
あ
り
、

ま
た
「公
共
用
物
」
中
の
水

面
に
あ
た
る
の
で

「公
共
用

水
面
」
で
あ
る
。
公
共
用
物

と
公
用
物
（国
等
の
行
政
主

体
自
身
の
使
用
に
供
さ
れ
る

物

［例
は
官
公
署
の
土
地

・

建
物
等
］
）

と
を
併

せ
て

「公
物
」
と
い
う
。

「公
物
の
管
理
」
と
は
、

公
物
の
管
理
者
が
、
公
物
の

存
立
を
維
持
し
、
こ
れ
を
公

用
又
は
公
共
の
用
に
供
し
、

公
物
本
来
の
機
能
を
発
揮
さ

せ
る
た
め
に
す
る

一
切
の
作

用
を
い
う
。

「公
共
用
物
の
使
用
」
に

は
、自
由
使
用
、
許
可
使
用
、

特
別
使
用
の
三
種
が
あ
る
。

「自
由
使
用
」
は
、

一
般

公
衆
に
よ
る
自
由
な
使
用

で
、
例
は
、
道
路
の
通
行
、

海
で
の
海
水
浴

・
釣
り
等
で

あ
る
。　
　
　
　
　
　
．

「許
可
使
用
」
は
、
他
人

の
共
同
使
用
を
妨
げ
る
た
め

一
般
的
に
は
禁
止
さ
れ
て
い

る
が
、
特
定
の
場
合
に

一
定

のヽ
出
願
に
基
づ
い
て

一
般
的

禁
止
を
解
除
さ
れ
て

一
時
的

に
許
容
さ
れ
る
使
用
で
、
例

は
、
道
路
工
事
、
屋
台
、
デ

モ
等
で
あ
る
。

「
特
別
一害

Ｆ

は
、
公
共

用
物
に

一
定
の
施
設
を
設
け

て
、
そ
れ
を
継
続
的
に
占
用

す
る
特
別
な
権
利
を
特
定
人

に
設
定
す
る
こ
と
に
よ
る
使

用
で
、
例
は
、
電
柱
や
水
道

管
の
存
置

（そ
の
ま
ま
置
い

て
お
く
こ
と
）
、
定
置
網
や

養
殖
い
か
だ
の
存
置
等
で
あ

る
。
ち
な
み
に
、
電
柱
等
の

設
置
は
許
可
使
用
だ
が
、
設

置
さ
れ
た
電
柱
等
の
存
置
は

特
別
使
用
に
あ
た
る
。

自
由
使
用
は
許
可
そ
の
他

の
行
為
を
何
ら
必
要
と
し
な

い
が
、
許
可
使
用
に
は

「使

用
許
可
」
が
、
特
別
使
用
に

は
「占
用
許
可
」
が
必
要
で

あ
る
。
公
共
用
水
面
の
使
用

許
可
及
び
』目
川許
可
は
、
い

ず
れ
も
公
物
管
理
法

（個
々

の
公
共
用
物
に
即
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
管
理
に
関
し
河
川

法
、
一源
瞑
辱
が
制
定
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
ら
を
総
称
し

て
「公
物
管
理
法
」
と
い
う
）

に
基
づ
い
て
な
さ
れ
る
。

（２
）
埋
立
工
事
は
許
可
使

用
で
あ
り
、
自
由
使
用
を
排

除
で
き
な
い

埋
立
は
、
護
岸
の
設
置
↓

護
岸
の
存
置
↓
土
砂
の
投
入

↓
土
地
の
存
車早
▼竣
功
認
可

と
い
う
手
続
き
に
よ
っ
て
遂

行
さ
れ
る
。
竣
功
認
可
に
よ

り
公
共
用
物
は
廃
止
さ
れ
て

私
有
地
に
な
り
、
埋
立
事
業

者
が
土
地
所
有
権
を
取
得
す

る
。

し
た
が
っ
て
、
埋
立
工
事

は
護
岸
の
設
置
か
ら
始
ま
る

が
、
護
岸
の
設
置
は
電
柱
の

設
置
と
同
じ
く
許
可
使
用
で

あ
り
、
許
可
使
用
は

一
般
的

禁
止
を
解
除
さ
れ
て
初
め
て

自
由
使
用
と
同
じ
立
場
に
立

つ
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
自
由

使
用
を
排
除
で
き
な
い
。
本

件
に
即
し
て
言
え
ば
、
埋
立

工
事
に
よ
り
、
祝
島
漁
民
の

一
本
釣
り
等
の
自
由
漁
業

（
自
由
使
用
に
あ
た
る
）
を

排
除
で
き
な
い
。

（３
）
公
有
水
面
埋
立
法
は

公
物
管
理
法
で
は
な
い

埋
立
の
手
続
き
を
定
め
た

公
有
水
面
埋
立
法
は
公
物
管

理
法
で
は
な
い
。
そ
の
根
拠

と
し
て
は
次
の
①
～
③
が
挙

げ
ら
れ
る
。

①
公
物
管
理
法
に
必
ず
含

ま
れ
る

「
使
用
許
可
」

や

「
占
用
許
可
」
の
規
定
が
公

有
水
面
埋
立
法
に
は
な
い
。

②
公
物
管
理
法
は
、
自
由

使
用
か
ら
成
る
私
法
秩
序
に

公
共
が

「
使
用
許
可
」
や

上
関
原
発
裁
判

証
人
尋
間
の
報
告

明
治
学
院
大
学
名
誉
教
授

能
〔
　

　

鼻
小
　
　
　
一　
　
　
軸規

者
も
ま
た
証
人
と
な
っ
て
尋

一
へ
の
尋
間
の
概
要
を
報
告
す

間
を
受
け
た
。
以
下
、
筆
者

一
る
。

１
、
尋
間
で
の
説
明
事
項

及
び
指
摘
事
項

回 |■
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「
占
用
許
可
」
で
介
入
す
る

法
律
で
あ
る
た
め
、
「
公
共

目
的
」
を
謳
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
公
有
水
面
埋
立

法
に
は

「公
共
目
的
」
が
謳

わ
れ
て
い
な
い
。

③
公
物
管
理
に
は

「公
物

の
存
立
維
持
」
が
必
須
要
件

で
あ
る
か
ら
、
埋
立
で
公
物

を
潰
す
公
有
水
面
埋
立
法
が

公
物
管
理
法
で
あ
る
は
ず
が

な
い
「
公
」櫂

曇

法

は
、
公
物
に

関
す
る
法
的
効
力
を
持

つ

が
、
埋
立
地

（私
有
地
）
に

関
す
る
法
的
効
力
を
持
た
な

い
。
反
対
に
公
有
水
面
埋
立

法
は
公
物
に
関
す
る
法
的
効

力
は
持
た
な
い
が
、
埋
立
地

に
関
す
る
法
的
効
力
を
持

つ
。
公
有
水
面
埋
立
法
の
埋

立
地
に
関
す
る
法
的
効
力

は
、
「
埋
立
免
許
」
に
よ
り

埋
立
地
の
所
有
権
者
を
予
め

確
定
し
て
お
く
こ
と
、
及
び

「
竣
功
認
可
」
に
よ
り
埋
立

事
業
者
が
埋
立
地
の
所
有

権
を
取
得
す
る
こ
と
で
あ

る
。し

た
が
っ
て
、
埋
立
事
業

に
は
、
公
有
水
面
埋
立
法
に

拠
る
効
力
及
び
公
物
管
理
伝

に
拠
る
効
力
の
両
方
が
必
要

で
あ
り
、
公
有
水
面
埋
立
法

に
拠
る
埋
立
免
許
↓
公
物
管

理
法
に
拠
る
使
用
許
可

（
工

作
物
の
新
築
等
）
↓
公
物
管

理
法
に
拠
る
占
用
許
可

（水

域
の
占
用
等
）
↓
公
有
水
面

埋
立
法
に
拠
る
竣
功
認
可

・

土
地
所
有
権
の
取
得
と
い
う

手
続
き
を
経
て
埋
立
事
業
者

が
埋
立
地
の
所
有
権
を
取
得

す
る
。
た
だ
し
、
公
物
管
理

法
に
埋
立
免
許
に
基
づ
く
事

業
へ
の
使
用
許
可

・
占
用
許

可
の
適
用
除
外
規
定
が
あ
る

場
合
に
は
、
埋
立
免
許
に
伴

っ
て
使
用
許
可

・
占
用
許
可

が
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ

れ
る

（公
物
管
理
法
の
う
ち

適
用
除
外
規
定
が
あ
る
の
は

港
湾
法
、
漁
港
漁
場
整
備

法
、
適
用
除
外
規
定
が
な
い

の
は
河
川
法
で
あ
る
）
。

造
成
を
企
図
し
て
い
る
中
電

が

「排
他
的
埋
立
」
を
主
張

す
る
の
は
自
己
矛
盾
な
の
で

あ
る
。

（２
）

一
般
海
域
占
用
許
可

の
申
請
も
自
己
矛
盾

二
つ
目
の
自
己
矛
盾
は
、

二
〇
〇
八
年

一
〇
月
に
埋
立

免
許
を
得
た
後
、
二
〇

一
九

年
か
ら
二
〇
二

一
年
に
か
け

て
、
毎
年
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
を
実
施
す
べ
く
、
山
口
県

「
一
般
海
域
の
利
用
に
関
す

る
条
例
」
に
基
つ
き
、
占
用

許
可
申
請
を
出
し
た
こ
と
で

あ
る
。

中
電
の
得
た
埋
立
免
許

は
、
そ
の
後
期
限
が
切
れ
か

け
て
も
伸
長
を
繰
り
返
し

て
現
在
に
ま
で
続
い
て
い

る
。し

た
が
っ
て
、
中
電
の
主

張
に
基
づ
け
ば
、
二
〇
〇
八

年

一
〇
月
埋
立
免
許
取
得
以

降
現
在
に
至
る
ま
で
、
埋
立

施
行
区
域
は
排
他
的
水
面
で

あ
り
続
け
て
い
る
こ
と
に
な

る
。

と
こ
ろ
が
、
山
口
県

「
一

般
海
域
占
用
許
可
基
準
」
に

「
一
般
海
域
は
公
共
用
物
」

と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

示
す
よ
う
に
、
山
口
県

「
一

般
海
域
の
利
用
に
関
す
る
条

例
」
も
ま
た
公
共
用
水
面
に

の
み
適
用
し
得
る
条
例
で
あ

り
、
し
た
が
っ
て
、
占
用
許

可
申
請
は
公
共
用
水
面
で
し

か
行
な
え
な
い
。

し
た
が

っ
て
、
中
電
の
主

張
に
基
づ
け
ば
公
共
用
水
面

で
な
く
な

っ
た
は
ず
の
埋
立

施
行
区
域
で
、
公
一杏

川水
面

で
し
か
申
請
し
得
な
い
占
用

許
可
の
申
請
を
出
し
た
こ
と

に
な
り
、
こ
れ
も
ま
た
自
己

矛
盾
を
犯
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
。「■

（
２
）
埋
立
工
事
は

許
可
使
用
で
あ
り
、
自
由
使

用
を
排
除
で
き
な
い
」
こ
と

及
び
中
電
の
犯
し
て
い
る
二

つ
の
自
己
矛
盾
を
踏
ま
え
れ

ば
、
中
電
の

「
排
他
的
埋

立
」
の
主
張
が
誤
り
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

２
、
中
電
の
犯
し
て
い
る

二
つ
の
自
己
矛
盾

公
共
用
水
面
に
の
み
適
用
し

得
る
法
律
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
も
し
も
埋

立
免
許
に
よ
り
埋
立
施
行
区

域
が

「公
共
用
水
面
」
か
ら

「
排
他
的
水
面
」
に
変
わ

っ

た
と
す
れ
ば
、
埋
立
免
許
以

降
、
公
有
水
面
埋
立
法
を
適

用
で
き
な
く
な
り
、
竣
功
認

可
も
埋
立
地
の
所
有
権
取
得

も
不
可
能
に
な

っ
た
こ
と
に

な
る
。

要
す
る
に
、
「
排
他
的
埋

立
」
の
主
張
は

「竣
功
認
可

も
埋
立
地
所
有
権
取
得
も
必

要
な
い
」

と
言
う
に
等
し

く
、
し
た
が

っ
て
、
原
発
を

立
地
さ
せ
る
た
め
に
埋
立
地

■
を
踏
ま
え
た
結
論
と
し

て
、
な薫
「は
、
本
件
訴
訟
に

お
い
て
中
電
の
犯
し
て
い
る

二
つ
の
自
己
矛
盾
を
指
摘
し

た
。

（
１
）

「排
他
的
埋
立
」
の

主
張
は

「竣
功
認
可
も
埋
立

地
所
有
権

取
得
も
必
要
な

い
」
と
言
う
に
等
し
い

一
つ
目
の
自
己
矛
盾
は
、

「
埋
立
免
許
に
よ
り
埋
立
事

業
者
は
他
の
水
面
使
用
を
排

除
し
て
埋
立
工
事
を
実
施
で

き
る
」
と
い
う
中
電
の

「排

他
的
埋
立
」
の
主
張
、
言
い

換
え
れ
ば
、
埋
立
免
許
に
よ

り
埋
立
施
行
区
域
が

「公
共

用
水
面
」
か
ら

「排
他
的
水

面

（他
の
水
面
使
用
を
排
除

し
得
る
水
面
）
」
に
変
わ

っ

た
と
い
う
主
張
で
あ
る
。

公
有
水
面
埋
立
法
は
、
■

条

（本
法
に
お
い
て
公
有
水

面
と
称
す
る
は
公
共
用
水
面

に
し
て
国
の
所
有
に
属
す
る

も
の
を
い
い
、
埋
立
と
称
す

る
は
公
有
水
面
の
埋
立
を
い

う
）
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、


